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(一)
最近,割 賦販売,チ ケ ヅ ト販売お よび消費者金融 等に よる消費者信用が
企 業 と して著 しく発達 してきたばか りでな く,そ の社 会経 済に及ぼす影響
が増 々強 大 とな って,国 民経済上か らみ て,も はやそ の発展動 向を無視 し
えない段階 に達 して きてい ることは周知 の通 りであ る.
消費者信 用は一般 に経済が高度化す るに した が って必 然的に発達す ると
いえ うる.最 近 に於け る欧 米諸国 の消費者信用 は急速 な発展を示 してい る
が,そ れは経済の発達 を背景 としてい ること,ま た同時 に,消 費者信用が
経 済発展の遊子 とな りつつ あ ることを見逃す ことはで きない.す なわ ち,
消費者 信用は既に国民 の消費生活の高度化を支え ている基礎 とな って きて
いるばか りでな く,経 済成 長の不可欠の支柱 とな りつ つあ る.
消費者信用 の発達 を促す要 因 と しては,(1)工業 の発達,(2)金融 の発達 お よ
び(3)消費の高度化等をあげ ることがで きる.わ が国の消費者信用は1950
年代か ら経済 の再 興 と生産 性の向上 とを背景に して開始 されたが,ヨ1953年
代 の消費革命 を迎え るに到 って急速 に伸張 して きた.こ の発展動 向はお よ
そ四段階 に分け る ことがで きる.第 一一期は1949年か ら1951年ごろまで
であ って,こ の時期 は割賦販売振興 の段階 であ った.第 二期は1952年ご
ろ よ り1955年にかけてであ り,、この時期 は割賦 販売 の発展の段階で あ っ
て,企 業 として割賦販売 が飛躍的 に伸長 し,特 に チケ ッ ト方 式に よるマス
ク レジッ ト化への促進 が著 しh'iった.第 三期 は1956年代か ら1959年ご
ろにわた る時期 であ り,メ ーカーが この分野 に進 出 し,ま た割賦販売 業者
間の経営 の較差が表面化 してきた段階で あ って,こ こに割賦販売 が社 会問
題化 した.第 四期は1960年以降 の時期 で,金 融機関が 「消費者信用」へ
106
の進 出を開始 した段階 であるが.こ れを契 機 として消費者行政の重要性が
よ うや く認識 され るに到 り,消 費者信用が景気調整 の一環 として金融政策
お よび経済政策面 に ク ローズア ヅプされに到 った ので ある.
わ が国に於け る消費者信用 の利用状 況をみ る と,1963年2月実施の経済
企画庁!p消費者動 向予測調査に よれば,こ の1年 間に月賦 を利用 した世帯
は48.7%,年間平均 利用額は3万5千 円に達 してい る.こ の数字は欧米の
それ と比較 した場 合,決 して高い もの とは いえない.こ の ことは1959年
度の賦払信用残高の対外 比較をみ れば 明瞭 であ る.す なわ ち,国 民所得に
占め る賦払信 用残高 の割 合は,ア メ リカで9.9%,イ ギ リスで4.2%,西
ドイツ2.1%であるが,わ が国では僅か0.7%であ り,ア メリカの14分
の ユ以下 であ る.か よ うに,わ が国に於け る消費者信用,な かんず く賦払
信用 の残高は,欧 米諸国 のそれ よ り数段低 いのが現状 であ るが,近 年に於
け る消費革命 の進 行 と共に,そ の 増加傾向が顕著で あ り,消 費者信用が注
目を集め るに到 った のであ る.
こ うした消費者信 用の発展は,経 済的には技術革新 を骨子 とす る高度 の
経 済成 長を基盤 としてい るとは いえ,消 費 内容の質的変 化を もた ら した消
費革命 に も依存 して いることを無視 す るわけ にはゆかない.従 って消費 者
信用 の諸問題 は これ らの実情を十分に把 握 した上で検討 されないか ぎ り,
正 しい解答が得 られ ない ことは 自明の事柄であ る.し か しなが ら,こ こで
は この根本問題を十 分に究明す る余裕がないのであ るが,と もか くも消費
者信用が一方 では益 々国民の消費生活 の中に浸透 し,他 方 では その経済成
長 との結 びつきが強 まるに したが って,社 会経済的観点か ら考察す る必要
性があ らわ れている.そ れ故,本 稿に於いては,消 費者信用 がその固 有す





まずF・ ウィル ヘル ムとR・ ヘイ メルは消費者信用について次 の様 な説
明を してい る臼).各個人 または家庭 では私的 な理 由で信用 を必要 とす る.
この場合 その融資は,だ いた い次 の三つ の 目的のために用 い られ る.す な
わ ち第1に は貨幣的利 益をあげ るた めではな くて,生 活を改善す るために
必要 な設備 を手 に入れ る目的で支 出 され る.第2に は支出が突然にか さみ,
その支払 いが長期 間にわた らざるをえな い よ うな場合 に,そ の過重 な金銭
的負担を支払 うために用い られ る.第3に は家族が不幸に陥 って,そ の家
族が再 び 自立 で きるよ うにな るまで,な ん とかや ってゆ く方法を探 し出さ
なければ な らない よ うな場 合に,そ の欠乏期間中の融資を得 るためであ る.
また 消費者 に よっては買物 の便宜 上,信 用を利 用す るもの もあるが,必 要
とす る信用 の こ うした私的利 用を 「消費者信用」 と呼 んでい る.こ れは利
益 も しくは所得 の増 加のため では な くて,困 難 な事柄を取除 き,私 的 な必
要や欲求 を満たす 目的 で用 い られ るものであ る.然 して,こ の鍔音,消 費
者 信用 を消費者金融 と同義に解 してい ることが明 らかであ る.
しか しなが らアメ リカにおいて,消 費者信用 とは通常 消費財(サ ー ビス
を含む)の 購 入に対 し,金 融機関 の融 資あ るいは販売 業者の延払 い等に よ
って個人に供与 され る信用を指 してお り,個 人住宅に対す る長期 の抵 当融
資は,別 途住 宅抵 当信用 と して 取 扱われてい る(2).この規定では金融 機
関 に よって消費のために消費者 に供与 された融資 と,販 売業者に よって供
与 された延払 い信 用 とを包括 して消費者信用を呼ん でいるの であ って,概
念的には消費者信用 と消費者金融 とを区別tて い るよ う、に思われ る.従 っ
て これを整理 してみ ると,
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の如 くにな る.と ころで矢島教授 は この分類に関 して次 の よ うに述べ てお
られ る(3).「もしも消費者への信用付与が形 式の上 では商人に よって行 な
われてい るとして も,こ の信用がその まま 自動的に金融機関か らの信用 に
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置 き換 え られ る制度がで きあが ってお り,現 にかか る金融方式が大 いに遂
行 されてい る社会の場 合な らば,商 人 に よる信用 も実質的には金融機関に
よる消費者への信用供 与 とい うことに なるか ら,消 費者金融の概 念に 入れ
て然 るべ きと考え られ る.即 ち,消 費者金融 とい う概 念を狭 義に解釈す る
と して も,そ れを消費者信用 とい う概念に まで拡大すべ きであ るか否かは,
商人に よる信用がその まま金融機関の信用に置 き換え られ る制 度が存在す
るか ど うか に よって決 まって くる と考え られ る.そ して この場合,金 融機
関 に よる信用の方を直接消費者金融 と呼べば,商 人に よる信用 の方は(商
人 を媒介にす るので)間 接消費者金融 といえ る.」.然して同教授は ア メ リ
カの例をあげ,こ れを消費者金融一 本槍 で説 明 してお られ る.だ が,消 費
者信用は これを販売業 者に よるもの と金融機関に よるもの とを区別す るの
が一般 的の よ うであ る.
わが国で も,消 費者 信用 とは 「消費過程への便宜のために,消 費者に供
与 され る信用 であ って,理 論的にみれば,消 費者 の立場 か らは,将 来,と
くに等価 を返済すべ き約束に基づいて,消 費 目的のために,個 人が財 と用
役 を確保 し,ま たは貨幣 の借入れのために,行 使す る力であ るともいえ よ
う」 と規定 してい る.し たが って 「広い意味 で,消 費者信用 は,消 費 者に
直接販売 す る製造業 者,そ の他 の生産者に よって,小 売商,サ ー ビス組織,
各種の金融機 関に よって個 人的使用のためにす るあ らゆ る信用 の拡張 を包
含す る」(4)とさきにあげ たア メ リカでの通説 とほぼ 同 じ意味 に解 され てい
る.
以上の よ うに消費信用は,そ れ を信用付与の形態の上か ら考えた場 は合
に,ア メ リカに於 いて もわが国に於い ても,販 売業 者に よる信用 と金融機
関 に よる信用に分類す るのが通常であ る.
また,消 費者信用 をその支払 方式に よって分類す る場 合,ア メ リカ合衆
国連邦準備制度理事会は,賦 払 信用 と非賦払 信用 とに分ち,各 種 の消費者
信用に関す る統計をそ の報告書に掲 載 してい る.然 して,こ の報告書 に於
いては,賦 払信用お よび非賦払信用を具体 的に次表 の如 く細分 してい る(5).
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サ ー ビス勘 定
次 に,わ が 国 の 消i費者信 用に つ い て は,日 本勧 業 銀 行 が そ の形 態 を次 の
如 く分 類 して い る.(6)
消 費 者 信 用
α)賦 払 信 用
ω メー カ ー又 は その 販 売 会 社 に よ る割賦 販売
(ロ)月賦 販 売 会社 に よ る割 賦 販 売
㊨ チ ケ ッ ト発行 団体 に よる割 賦 販 売
⇔ 小 売 業 者 独 自に よ る割 賦 販 売
θ'銀 行 の電 話 資 金 貸付,信 用 金庫 な どの二 部 に よ る消 費 者資 金
貸 付
(2)非賦 払 信用
小 売 業 者 の 掛 売
以 上 の如 く,消 費 者 信 用 は,そ の 支払 方 式 の 上 よ りみ て,賦 払 信 用 と非
賦 払 信 用 に 二大 別す る こ とが で る.
(1)F.WiihelmsandR.Heimerl;ConsumerEconomies,Inded.,1959、
(2)日 本 勧業銀 行調査部 「金融 情報」第8巻 第12号
(3)矢 島保男 「金融 ジャーナル」第2巻 第8号,




(6)日 本勧業銀行調査 部,「勧銀月報,」昭和35年7月 号
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(三プ
消費者信用 とは ご く簡 単に いえば,企 業が 消費者に対 して与え る私 的消
費のため の信用であ るとい うことにつ きる.つ ま り経済的な意味で の消費
者信用 とは,信 用供与者が 消費者 に対 して,消 費の 目的に充当す る経済価
値を貸与 し,一 定期間後にそれ と同等の価値に企業利 潤そ の他を加えた経
済 価値を回収す る経 済行為をい うのであ る.
消費者信用についてはいろいろの見解が ある.例 えば,佐 藤教授 は,消
費者信用の意義を 「経営経済が 消費者に対 して,個 人 消費に用 いる商品や
サ ー ビスを 購 入す るために必要 な信用 を供与す る経営活動 であ る」(1)と規
定 して次 の様 に説明 してい る.
(1)消費者信 用は個人消費のために,消 費者に供与す る経済的信頼であ
る.・
② 消費者信用は消費財 またはサ ー ビスの最終販売 に関連 して形成 され
る.
(3)消費者信用は企 業経 営 と して営 なまれ るのであ って,営 利 を 目的 と
す る経済活動であ る.
(4)消費者信用は消費者 に とって欲求充足の拡大 とい う効果 をもた らす.
また,林 博士は消費者信用 の うち割賦販売 を 「売買契約締結 に除 し,代
金 の一部又は全部の支払 を将来に延期 し,こ れを一定期間内に分割決済す
これ る契 約の下に,商 品 または サー ビスを移転す る制度であ る」(4)と定義
して,を 次の如 く分析 している.す なわ ち,「 割賦販売制度に於いては,
ぺ
`第1に ,代 金の全部又は一部 の決済が将来に延期 され,第2に,延 期 され
た代金は分割 的に決済 され,第3に,商 品又 はサー ビスは売 買契約成立 と
同時に引渡 され る」 と.
更 に また,E.R.S.セリグマ ソも割賦販売を 「富の移転に際 し,契 約 し
た方 法に従 って,代 金の全部又は一部 の支払 いを将来に延期 し,こ れ を分
割 的に又 は継 続的に支払 う富の移転であ る」(3)と定義 し,こ の定義は四つ
の本質的要素か ら構成せ られ てい るとなす.す なわち,そ の1は,現 在に
111
おけ る富 の移転,そ の2は,代 金の全部 又es-一部 の支払 の欠如 とその将来
の支払,そ の3は,将 来の支払は分割的に行わ れ,そ の4は,頭 金,分 割
支払 回数及び 買戻 し又は取戻 規定の協定 であ る,と い うよ うに.
福田博士は,丁 消費者金融の他の形 式に,月 賦販売 の制度が ある.月 賦
販売 が掛売 と異 るところは,購 買代 金を一 定の期限に 支払 うことな ぶ 契
約 に よって定め られ た一 定の期間にわた って,等 額つ つの分割支払を認め
る点にあ る.月 賦 販売 は,代 金の一部を契約 の成立 と同時に頭金又は元払
として即金 で支払 い,残 額は割賦的に支払 うことと,支 払遅滞の場 合にお
け る日的物取戻 しの条件が定 め られ てい る点 を除けば,通 常の掛売 りと区
別 せ られ るべ き特異 性を見出す ことがで きない」(4)と述べ,更に,「月賦販
売 は定価及び商品 の品 質に代 えて,対 価支払条件におけ る優位性を以 って
訴求 し,販 売 増進 に寄与す るとともに,消 費 生活 の円滑化をね ら う販売政
策 であ る」 と説 明 してい る.
尚,谷 口博士は,「 月賦 販売は,販 売 した商 品を引渡 した後に,代 金支
,払の一 部を延 期 して,こ れ を時 間的に少額つつ分割支払す るこ とを,予 め
契 約 して販売す る方法であ る」(5)と云い,そ れ故 に次 の四つ の要 件を含ん
でい る とす る.そ れは,(1)代金未決済 商品 の所有権帰属の問題,.(2)根
払 い一頭金又 は初 回金一 の決定,(3)支払期間,(4)金融会社 との関 係の
4つ で あ る.
(1)佐 藤 光 威 企 業 法研 究12月 号(第103輯)「 消 費 者信 用 の現 状 と問 題 点」
(2)林 ・北 島 ・刀根 共 著 「配 給総 論」文 雅堂
(3)E.R.S.Seligman,TheEconomiesofInstalmentSellingVol.1
(4)福 田敬 太 郎編,商 学






辿 ってい るかを考察す ることにす る.
消費者信 用の推 移をみ るには,こ れが最 も発達 した アメ リカを例に とれ
ば よいが,そ の前に ア メ リカの消費者信用 の実体 を一瞥 してお く方が便利
であろ う.
第1表 は1960年12月 末現在 に於け るア メ リカの消費者信用 の全体 の
量 と,それを賄 ってい る機関を明 らか に した もので あるが,この表 に よって,
アメ リカでは金融機関に よって賄 なわれてい る消費者信用,す なわ ち消費
者金融が,掛 売 りを除いた消費者信 用の全体であ る とみて差 支えない こと
が具体的に示 されてい る.即 ち掛け売 りを除いた他 の総 ての項 目について
金融機関が関係 し,し か も賦払 販売 に於 いて,デ ィー ラー と比較 して金融
機関 の占め る比重が頗 る大 き く,全 体の うちの80%を 占めて いるこ とが
わか る.ア メ リカに於いては,消 費者が デ ィーラーか ら自動車やその他の
耐久 消費財 を賦払いで購 入す る ときに振 り出され る賦払手形 の大部分が,
原則 として,金 融機関に よって買い取 られ(通 常においては割引かれ る),
消費者か らの賦払代金の取 り立 てば,専 ら金融機関に よって遂行 され ると
い う仕組みがで きあが ってい る.な か んず く,自 動車手形 の うち僅か3%
しか 自動車 デ ィー ラーが も ってお らず,残 りの97%を金融機 関が もってい
るとい う事実は,自 動車の賦払販売 に関す る消費者金融構成 がいか に発達
してい るかを示 してい る訳であ る.
その他 ア メ リカの消費者信用 で注 目され る点は,消 費者信用の中で も賦
払信用(賦 払販売 と賦 払貸付)が 圧倒的地位を 占めてい る.す なわ ち,賦
払信用は消費者信用の うち91%に 達 してい る.ま た,賦 払信用の うち約
75%が,消費者に よる耐久 消費財 の購入 と関係 してい ること,そ して,「一
回払 い貸付け」 の中に も高級な耐 久消費財,こ とに自動車の購 入に当て る
ものが 多い とい うこ とであ る.こ れは,消 費者信用が全体的 にみ て耐久消
費財購入信用であ ることを指すのであ る.
この様に,ア メ リカに於け る消費者信用の中心は賦払信用 であ るが,い
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確 かめてみ よ う.す なわ ち,戦 争が終 った1945年を100とした指数でみ
るな らば,1959年においては,個人可処 分所得(1)が2.3倍増加 した のに対
し,賦 払 信用は実に約16倍 の増加(消 費者信用全体では約9倍 の増加)
とな ってい る.勿 論,戦 争 中に国民一般 の消費支 出,こ とに耐久消費財 の
購 入は,法 的規制 もあ って,極 度 に抑制 され ていたか ら,戦 争が終 った年
を基準 にす れば,賦 払 信用につ いてかか る大 きな増 加率をみ ることは当然
ともいえ よ う.し か し,い わゆ る戦後の不 調整が終わ りを告げた といわ れ
る1948年と1959年とを比べ てみ て も,個 人可処 分所 得が1.8倍増 加 した
のに対 し賦払 信用は4.4倍増加(消 費者信用 全体 では3.6倍増加)し た こ
とが 明 らかに なるであ ろ う.
賦払信用 がなぜか くも増大 した のか,そ の促進 の主要 因を フ ェデ ラル ・
リザ ーブ ・ブ レテ ンを参考に して矢 島教 授は次の様に列挙 してい る(2).
(1)所得階層が平準化 された こと ・
連 邦準 備当局が調査 した各所 得 グル ー プ(下 級一年所得3,000ドル以下,
中級一 年所得3,000から5,000ドル,上 級一年所得5,000ドル以上)の 百
分比をみ る と,年 を追 うとともに下級 グル ー プの割合が小 さくな り,上 級
グル ープの割 合が大 き くな って きてい る.す なわち,1947年に下級 グル ー
プが59%を 占めていたのが,54年 には37%に 減 り,ま た,47年 に上
級 グル ープが14%で あ った のに,54年 には32%に な った1い いか え る
と,これは国民全体に所得が平均化してきたことであり,消費性向の原理
か らい って も全体的に消費支 出を増加 させ る基盤 とな った とみ られ る.し
か も,下 級 グル ー プよりも中級お よび上級 グル ープの方が賦払信用 を利用
す る率が高い ことも調査 に よ り明 らか であ る(3).
(2)消費行動が画一 的にな った こと
都 市 と農村 との生活様式 の差 が非常 に減 少 した こ とが あげ られ る.す な
わ ち,第1に 人 口の うち都会 人 口の数は 次第に増大 し,他 方,近 年に於け
る交通や通信 の発達,生 活 の改 善 と農 村電 化 の一大進展は農村 と都会 の消
費 パ ター ンの差異 を著 し く狭 くした.















賦 払 信 用

























































































































































(4)社会 に於け る婦人の地位が変 化 した こと
㈲ 消費者一般 の債 務に対す る態度が変化 した こ と
・現在 ,消 費者は一般 に,賦 払信用 を利用す るこ とが 数多 くの利点 を持 つ
こ とを認識 している・ こ とに賦払信用が 彼等 の支出 の時期に対 して大 きな
伸縮 を与 えてお り,従 って これは,高 価な財貨をその時 自己の持つ現金 の`
　
在 り方 にかかわ りな く,機 会のあ る時にいつ で も獲 得で きる仕組みで あ る
と考え てい る.そ こで現在 の消費者は賦払信 用を利用 す る とぎに,貨 幣が
ないか らとい う理 由か らではな く,か か る信 用を受け ることと,自 己 の流
動資産 を使用す るこ とと,い つれが有利であ るか を考えて選択 を行 な うの
である.・つ ま り,賦 払信用は貧乏人が利 用す るものだ とみ られた過去 の風
潮はな くな り,債 務(借 金)に 対す る考え方が変化 した のであ って,こ れ ・
が賦払信 用増加 の背景 を形成 してい る.`
(6)賦払信用供給機関が健全に発展 した こと
消費者信用を賄 う機関は第二次大戦後順 調に発展 し,消 費者 に対す る信
用の アベ イラ ビリテ ィを増加 させ て きた.こ とに,近 年に於いて多 くのデ
ィー ラーは,賦 払販売制度その ものを単純化 して,消 費者に この制度 が煩
わ しい ものであ るとい う感 じを 与えない よ う努力 して きた し,商 業銀 行の
消費者金融 部門や消費者金融会社 もその貸付の方法 を簡 単に し,借 り手で
あ る消費者を現金の買 い手 と して大 いに尊重す る態度 を とって きた.そ し
ていずれ の機関 も信用供 与の拡張に積極的な努力を払 ってい るのであ る.(4)
尚,デ ィー ラーや金融機関が信 用供与に積極的にな ってい る背景には,
借 り手であ る消費者に よる返済が 間違 いな く遂行 され るであろ うことを保
証す る機関や制度の充実,及 び過去 の経験か らくる一種 の確信が存在す る.
す なわち,労 働組合組織の拡大や最低賃金制 の確 立は賃 金引 き下げの可能
性 を感 じ,・また保険 や失業手 当制度の充実は,失 業 した ときに も所 得が 消
滅 す る とい う不安 をな く し,さ らに,健 康保険 等の発達 も病気 その他 の事
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故 に よる金融的 負担を軽減 してい るのであ るが,そ れ らは消費者一般 に対
して,彼 等が債務 を受け るこ とを逡巡す るのを少な くさせ ると同時に,デ
ィー ラーや金融機関に対 して も信 用拡張 の基盤 を与 えてい ることは明 らか
であ る.ま た,第2次 大戦後,国 民所 得はかな り安 定的に上昇を続け てき
てお り,今 後 ともかか る傾 向が続 くとい う確信が消費者に とって も,信 用
供与機関に とって も賦払信用拡大の基礎 とな ってい るのであ る.
次に,林 博士 も消費者信用発達 の条件 として
(1)消費者信用に協力す る金融機関の存在す るこ と
(2)消費者信用調査機関 の完備す るこ と
の2つ の条件 を提示 してお り,ま た,特 に ア メ リカに於け る消費者信用発
達 の要 因 と して,給 与体系 に於け る週給制 をあげ てい る(5).
要 す るにヤ・つ れに して も信 用供与機関 の完備 と信用 調査制度 の確立は,
消 費者信用 の発達に とって基 本的 な条件で あ り,そ れが充た されないかぎ
り,消 費者信用 の十分な発達 は期待す るこ とが不可能 であ るといえ る.
さて次 にわが 国に於け る消費者信用の推移 をみ るのであ るが,わ が国の
それは前述の如 く,量 的に僅少であ り,国 民所 得に占め る賦払信用残高の
割 合は0.7%にす ぎない.ま た,消 費者 信用制度 の機 構 も不完全であ り,
米菓に於け るほ どには発達 していない.そ して,消 費 者金融 は最近に至 っ
て商業銀行に よって開始 されたばか りで,勿 論,大 きな比重 を占め る段階
ではない.し か し,消 費 革命や流通革命 の進展 ・浸透 につれて徐 々にその
重要 性が認 識 されつつ あ る.
わが 国で賦払販売が始 まった のは,「 そ の起源は,足 利時代 に始 ま った
といわれ る頼 母子講に もとめ られ るべ きで あ ると考え られ る(6)」といわれ
「無尽,頼 母子は元来賦払方法であ るか ら,日 本の月賦販売 は無尽,頼 母
子 が広 く庶民 の間に流布 された江戸時代か ら盛んに 行なわ れていた(7)」と
もいわれ,徳 川時代には,賦 払 方式は 「とくに輪島,根 来寺の漆 器,塗 物
ロ
の販 売,唐 津,瀬 戸等 の陶磁 器の販売,蒲 団蚊帳等の販売 に 使 われ てい
た(8)」のである.
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しか し,近 代的な賦払販売は,ア メ リカの シンガー ミシ ン会社 の 日本支
店に よって,明 治34年に始 め られた といわれ る.(9)大正年代には い ると,
賦払販売は漸次盛ん とな り,所 謂 月賦 百貨店 も多数 できて,家 具や衣服等
を中心 としてた販売が行 なわれ,第 一次世界大戦後 の恐慌,な らびに,そ
れに続 いて起 った関東大震災,更 に昭和のは じめの不 景気 の期 間を通 して,
賦払販売 は一般に普及 し,販 売 され る商品の範囲 も大 いに拡大 し,ピ ア ノ,
オルガ ン,ラ ジオ,書 籍,金 銭登録器,電 気 ガス器具,医 療機械,電 話,
自動 車等 も販売 の対象 とな るに至 った.
その後,時 代は満 州事変か ら日支事変 へ,更 に第二 次世界大戦にはい り;
物資は不足 す る一方,イ ンフ レ抑 制の面 か らも,賦 払 販売 は衰退せざ るを
えな ぐな った.し か して,戦 争が終 って も しば らくの問は,賦 払販売 が再
び発展す る機会は容易に こなか った.す なわち,戦 後に於 け る物資の不足,
したが って配給統制や価格統制 の存続,資 本不足 と高金利等,デ ィラーが
賦払販売 を再開す る余地 は どこに も見いだ しえない情勢であ った.
賦 払販売が再出発 したのは,1950年 の夏に突然勃発 した朝鮮動 乱 ブー
ムを契 機 としてであ った.す なわ ち,こ の動乱 に よ って起 こった世 界的な
軍需景気は,国 際物価 水準 を騰貴 させ て,わ が国の輸 出を促 進 させ,国 民
所 得は急 激に膨張 し,1952年には国民の消費水準は,戦 前 の92%ま で回
復 した.し たが って賦払販売 も急 角度 に上昇 したのであ る.
この よ うに戦後賦払販売 の発達 がめ ざ ましいこ とは事 実であ るが,こ れ
らにつ いての全 国的 な しか も精密 な資料は極 めて少な く,賦 払 販売 の実態
も,さ ほ ど明確 なものに な ってい る とは いいえない.そ の中で,日 本商工
会議所 がE本 生産性本部 と通産省 との協 力 に よって1958年 に 実施 した
「わが 国に於け る割賦販売 の現状」は有益 な資料 である.
この調査は,戦 後に於け る賦 払販売 の特色を次の如 く説 明 している(le).
(1)家庭用電気機械器具の広範な普及.こ とに戦前にはみ られなか った
新製品(テ レビジ ョン,電 気洗濯機,電 気冷蔵庫,ミ キサー ・ク リー

































































第4表 各 種 割 賦 販 売 の 動 向
区 分 1塒1・ ・年1・ ・年li、鵠1,翌 月
32年
1～6月
小 売 販 売 総 司 ・・…%1・…S%1・37・・%』 ・%1・2…%1・22・・%
製造業者またはその販

















② 賦払販売形態 の多様化.tたとえば,家 庭用電気機 械器具 の販売 につ
いては,「 月賦販売会社」が設立 された り,農 機具,カ メラ,繊 維製
品 の メー カー とその月賦販売会社,お よび,そ のデ ィー ラー と結 びつ
い て,金 融機 関が賦払販売に介在す るこ とも現われ た.更 に,い わゆ
るチ ケッ ト団体や信用販売会社 とい う新 しい組織 も現われ た..
{3)典型的 な耐久 消費財 の賦払販売 の増加 ・ ミシンを除 いて,全 ての も
のは,戦 前に対す る戦後の賦払販売の比率は飛躍的に増加 してい る.
(第3表 参照)
然 して,日 本商工会議所 の主張 の よ うに,戦 後に於け る賦払販売 の発展
は,ま さに戦前を しの ぐものがあ り,その伸び も,第4表 でわか る よ うに,
ぽぼ順 調 であ るといえ る.
次 に,1963年 上期の消費者 動向予測調査(11))経済企画庁)を み る と,
職業 別では 月賦 で買物 を した世帯は労務者世 帯 と職 員世帯では50%を 越
え てい るのに対 して,個 人営業世帯 とその他 世帯 では約40%,経 営 者世
帯 では30%強 とな ってお り,前 回(1962年8月)調 査 に比較す ると,経
営者 世帯 での月賦利用率 がやや減少 したほか は,各 職業層 とも月賦利用 率
がやや増加している.所得階層別にみると,30㌻80万円未満の中所得層で
、は,半 数 またはそれ以 上の世帯 が月賦 を利 用 してい るが,そ の他 の階層 で,
は 若干少な く,40%前 後の利用 とな ってい る.前 回の1962年8月調査 に
くらべ る と,30～80万円未満の中所 得層 と100万円以上の高所 得層での 月









が 最 も 多 く,20.2%,つ い で,1～2万 円が19.9%,2～3万 円 が17.6
　
%と な って お り,前 回1962'年8月調査 と大 差ないが,前 々回1961年2
月調査に くらべ る と,支 払 金額1万 未満 の世帯 と3～5万 円の世帯が増加
し,5～7万 円の世帯 が増加 してい ない.J
しか しなが ら,1963年2月現在 の月賦未払 残高は,1世 帯 平均1万9千
円 で1962年2月 調査以来(1万4千 円)ひ きつづ き増加 してお り,と く
に個 人営業 世帯 と経 営者世帯 での増加が 目立 って～・る.
この よ うに,わ が国に於 け る賦払信用 の利 用状 況は欧 米諸 国のそれに比
較 す る と誠に微 々た るもの といお ざるをえず,ま た,そ の利用者構成 も遅
れてい るのであ るが,調 査か らも認 め られ る ごとく,増 加の傾 向,近 代化
の傾 向が存在 し,近 年益 々活発 さが で てき ているのであ り,今 後 の発展が
期 待 され るのであ る.'
(1)可 処分所得とは個人の受け取る所得の総額,い いかえれば,個 人の支払 う
直接税たとえば所得税や固定資産税およびその他の公課を差引いたものをい う.
(2)矢 島保男著,消 費者金融論,84～88ペー ジ,BoardofGovernorsofthe
ER.S;ConsumerInsta!mentCredit,PartI,Vol.1,GrouthandImport,
1957,p.7～9
(3)1920年代以後,こ とに大戦以後に至 って,信用の概念が深 く認識され,ま
た信用調査機関が確立 されたが,これにより消費者信用が広 く普及 した.そ し
て消費者信用を受けることは,そ の人が信用のあることを示 し,また社会的地
位のあること現 した・ したが って・アメリカにおいては・高郷 瀦 の信用
利用が多いのである."
(4)1920年代 ころか ら独 占企 業はそ の健全財政主義に基づい て巨額 の社 内保留
をな し,こ れに よって外 部力ζらの借入れを極 力おさえ るとい う方向をとって き
た.そ のために金融 機関 としては貸付市場 を大 企業か ら中小企業へ と,さ らに
消費者へ と変 えざるをえなか ったのであ る.
(5)林 久吉他共著,配 給総論,397ペー ジ
(6)セ ールス ・プロモーシ ョン ・ビュ・一ローWt,月賦販売法,14ページ
(7)岩 田竜雄,消 費金融 の問題 点(相 互銀行第10巻5号)29ページ
(8)井 関孝雄 ・金融論 におけ る消費金融 の地位(バ ンキ ング102号)30ペー ジ、
(9)林 久吉・割賦販売制度の発達(商 学研究所年報1956年)
(10)日本 商工会議所,わ が国におけ る割賦販 売の現状,Z5ペー ジ
(11)経済企画庁,消 費 と貯蓄の動 向(38年2月)23～24ペー ジ
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、(五)
欧 米の諸国に於い ては,1930年前後か ら消費者信用 が著 し く増進 してお
り,特 に アメ リカに於 いては,そ の戦後 の増 加が非常 に急 激であ ることは
以上述べた通 りであ る.
従来 よ り消費者信用に よる耐久 消費財 の購 入は消費 と見倣 され,需 要 の
増大に貢献す るもの と考え られた.こ の よ うに,消 費者信 用に よる耐 久消
費財の購入を消費 とす るな らば,消 費者信用 の利 用に よって消費の増 大,
したが って需要の増加が もた らされ る.需 要 の増大 は,加 速度 原理に よっ
て,資 本財に対す る需要 を よ り大 なる割合 で増大 させ,投 資を喚 起す る.
投資 の増大は所得の増大 とな り,さ らに消 費需要 の増大 とな る.こ の循環
運動は さらに進展す るのであ るが,要 す るに,こ こで大切 な ことは有 効需
要 の増大が もた らされ る とい うこ とであ る.と い うのは,有 効需要 の増大
は経済 を成 長 させ るのであ るか ら,消 費者信用 は,耐 久消費財の購入 を促
進 し,有 効需要を増大 させ る とい うこ とで,経 済成長 を刺激す る要因 であ
るとい うことがで きる.
この消費者信用 の加速度効果は,不 完全 雇用を前提 とした経 済社会 にあ
っては,一 般的にい って認め うる.す なわ ち,た とえば1930年代 のは じ
め に於 け るア メ リカのご とく,'多量 の失業 が存在 し,信 用の アベ イラ ビリ
テ ィも十 分にあ る とい うよ うな状態 に於 いては,消 費者信用の加速度 効果
が大 きい ことは疑 いえ ない ところで,そ の効果の大 きさは,か か る信 用に
よって現われた第1次 需要 の数倍に も達す るもの と考え られ る.①
然 しなが ら,労 働 も他 の資源 もす でに完 全雇用に近 い状 態にな ってい る
経 済にあ っては,加 速度効果に よって消費の増大を生来す る消費者信用 は,
この消費の増大が生産 の迂回性 を感ず るとい う理 由で,経 済の成長 と相容
れ るものではな くな る.も っとも,かか る状態に あ って も,消費者信用 の増
加が生産要素を い っそ う集約的に利用 させ るこ とに よって,経 済に プ ラス
の効果 を及ぼ し得 る可能性が全然 ないわけ で もない.たとえば,消費者信用
を供与 された 消費者 の うちには,そ の返済 義務を遂 行す るための所得 を得
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るため,時 間外労働に積極 的に参加 した り,い ままでや って きた仕 事以外
に第2の 仕事につ く人 もでて くるであろ う.ま た主婦が労働市場 にはい る
ことが 多 くなる ことも予想 され る.そ こで,も し社会 がかか る追 加労働 を
容 易に吸収す る状態に あれば,そ れだけ全体の実質産 出高を増加す ること
にな る.ま た さらに,間 接的効果であ るが,消 費者信用が労働の移動性 を
高めてい ることも見のがす ことが できない.す なわ ち,消 費者信用の普及
に よって労働 者に よる自動車の利用がふえ る ことが,労 働市場 の規模を膨
張 させ,労 働需要 の種類 の変化に対 して労働供給 をすみ やかに適応 させ る
こ とにな るので,摩 察的失業 はそれだけ減 り,有 効な労 働供給量 が増す こ
ととなるであろ う.(2)しか し,上 述 した よ うな効果をあげ るためには,反面
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に於 いて,利 子率 の上昇 とか一般物価水 準の騰貴 な どが,金 融政策 が財政
政策に ょって避け られ るこ とを前提 としなければな らないのであ るか ら,
実際 問題 として,完 全雇用に近い状 態に於 いて消費者信用が生産力増加に
プラスの効果 を もつ ことはす こぶ る困難 であ る といわなければな らないの
であ る.(3)従って,耐 久消費財の購 入を消費 とす る と,完全雇用に近い経済
に於い ては,消 費者信 用が経済成 長を刺激す る と考え る ことはで きない こ
とにな る.
ところで,前 述の ご とく,耐 久消費財の購入を もって消 費 とす るな らば,
完全雇用に近い現在の アメ リカ経 済に於 いては,消 費者信用は経済成長の
阻害要 因ではあ っても,そ の促 進要 因では な くなる.し か し,最 近では,
この問 題の解決に関 して,耐 久消費財の購 入は消費 では な く,投 資の一種
であ る とい う見解が現われ,一 般的 とな ってきた.す なわ ち,耐 久消費財
は,一 度 使用 され ることに よってそ の消費用役 をす べて提 供 し尽 して しま
うものではな く,そ の耐用期間中,消 費用役を継続 的に提 供する ものであ
るか ら,耐 久消費財の購 入は,資 本財の購 入 と同様 に投資 と見倣 され るべ
きだ とい うのが最近 の考え方 であ る.か くのご とく,耐 久消費財の購 入が
投資 と認め られ るならば,消 費者信用がそれ を刺激 しても,'社会の資本 蓄
積が他 の面 でそれを相殺す る以上に減 じなければ,経 済成長に とってマ イ
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ナスの要因 とはな らない.何 故な ら,経 済成長は,長 期的 ・根本的 ・始発
的 には,供 給側 に依存す るか らであ る.、
この耐 久消費財 を購 入す るこ とを も って投資 とす る考え方 の基 礎には,
直接 に貨幣所得 を生みだす ものが資本であ るばか りでな く,純 粋 に心理 的
満足 を もた らす ものもまた資本であ る と い う考え方が存在す る.こ の よ
'うな心理所得は それを受け る主体 の生産能 力 と生産効率 とを高め る
こ とを
通 じて,結 局 は貨幣所得 とな って現われ るのであ るが,ア メ リカの ご とく
可処 分所得 に占め る消費者信用を媒介 とす る耐 久消費財購 入の割 合が極 め
て高 く,従 って,国 民 の生活 と密接 な関係があ る国に於いては,こ の点 が'
も へ
非常 に重視 され る必要があ る.た だ,心 理的性質の満足 を もた らす ものを
資 本 とすれば,す べての財貨が資本に含 まれ て しま うのではないか とい う
疑問が生ず るが,資 本は あ くまで長期間 にわた って何 ものかを生み出す も
..の,とす るのが妥当であ り,一 時的満足を もた らす非耐久 消費財 やサー ビス
は この範疇 に属 さないもの と解 され る.・
こ う考え る と,耐久 消費財 の購 入は,通常 行われ る企業家 の借 入れに よる
生産的投資と同じく・将来消費者が負う債務を償還し・かつその債務に対
し利子 を支払 うに十分な所 得を生 みだす ところの投資であ る とい うこ とに
なる.こ の意味で,耐 久消費財の購 入を刺激 しその大 多数の部分 をにな っ
ている消費者信用は,投 資 と見倣 され るのは 当然であ り,明 らかに経 済成
長を促進 している ことが理解 され る.
また消費者信用が耐久消費財の市場を開発し・同財の大量生産を可能な
ら しめ ることか ら,そ れが同財産業 に於け る費用逓減 を導 き,国 内での実
質所 得を高め ると同時に,輸 出の増大を可能 にす るとい うこ とも,注 目さ
れ るべ きこ とであ る.
以上,消 費者信用 をみ てきたのであ るが,不 完全雇用 の状 況に於いては,
耐 久消費財の購 入が 消費 とみ られ,ま た完全 雇用あるいはそれに近い状況
に於 いては貯蓄 あるいは投資 とされ るのは,矛 盾す るご とく思え るが決 し
てそ うではない.と い うのは,経 済は動的な もので あ り,刻 々変 化す るも
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のであ るか ら,そ れにつれて,そ の構成要素た る消費や貯蓄 の概 念 も変 動
す るはずであ る.ま た,耐 久消費財の購 入量 が増減 す るに したが って,国
民生活 との関係 も自ず と変 化をきたすか らであ る.
最後に,わ が国に於け るこ とであ るが、わ が国の消費者信用量お よび信
用構成が非常に遅れてお り(米国の1920年頃 に相当す る と考 え られ る),
現在に於 いては経済へ の影響 を考え るこ とは で きない.し か し,近 年信用
量が増加 し,信 用構成 も近代化 の傾 向をた どっているか ら,近 き将 来には,
必ず ア メ リカに於け る と同様の効果を もつ と思われ る;重 ねていえば,わ
が国の 消費者信用は低所得者階級 の者 が文化 生活を営 む上での一翼をにな
ってい るにす ぎない.た だ,将 来に於いては,経 済成 長を刺激 し,促 進す 、
る要因 となるだ ろ うことは疑 いえない と考え られ る.
以 上
(1)矢 島保 男,前 掲書,102ペ ー ジ.
(2)同 上.102ペー ジ.
(3)'同上.102ペー ジ.
